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亀田郷一斉清掃の開催
去る 6月 3 日（日）午前 9時から今年で16回目となる「亀田郷一斉清掃」が実施されました。特に田んぼや畑と

いった農地周辺の環境維持のため、当日は農家の方、各工区・分区の役員、各自治会、新潟市職員、東日本高速道
路（株）、亀田郷建設業協会など主催・参加・協力団体の皆さん1,210人が全郷にわたり18班に分かれ、高速道路沿
線や水路、農道などのゴミ拾いを行いました。
収集されたゴミは、一般ゴミが5.4トン（うち燃えるゴミ3.8トン、燃えないゴミ1.6トン）、粗大ゴミがタイヤ103本、

テレビ24台、冷蔵庫 7台、自転車 6台など処理費に40万円も要しました。これを新潟市と東日本高速道路（株）と
土地改良区の三者で負担しました。
不法投棄のない地域を目指すべく地域住民の皆さま、そして引き続き組合員皆さまのご協力をお願いします。
ご参加された皆様、大変お疲れ様でした。ありがとうございました。この紙面を借りてお礼を申し上げます。

近年の農業情勢、社会情勢の変化に伴い、当改良区の財政・組織の運営にも、長期的な視点での健全化が必要不
可欠となっています。そうした中で、外部の専門家の指導助言をいただき、それらを参考にしながら、財政・組織
の健全化に向けた取り組みを進めております。

平成30年 2 月に、山田コンサルティンググループ（株）に、事業経営コンサルタント業務を依頼し、 7月末に成
果報告を受けました。依頼内容は、①複式簿記の導入支援業務、②財務・経理・会計の現状分析、③コスト削減策
の提案、といたしました。
①の複式簿記については、今年 7月の総代会で、平成29年度決算に関してモデル的な財務諸表（貸借対照表、正

味財産増減計算書）を提示しました。今後、必要な会計科目や証書・帳簿・規約類の整備や、会計システムの選定・
導入などの準備を進め、平成31年度から複式簿記を導入する予定としています。
②③現状分析とコスト削減策については、厳しい現状が示されましたが、分析結果から、コスト削減の余地の大

きい費目の提示などがあり、毎年着実に削減に取り組めば、正味財産の減少に歯止めがかかる試算も示されました。
当改良区は、役員および工区長からなる「財政・組織改革検討会」を定期的に開催し、このコンサルタントの分

析・提言を検討することとしています。定款・規程の改定や、予算決算等財政上の措置に関しては、理事会および
総代会に諮り、安定的な財政の確立と組織の運営に向け前進して参ります。

平成30年度賦課額（10a当たり）
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畑（10 a）につ
いては定款第
2 4条により田
の100分の25の
額（共通2,875
円、各区 1 2 5
円）

摘  要 一般会計（円）
区　分 共 通 費 各 区 費

計（円） 備　　考

平成30年度　組 合 費
令書発行　　10　月　５　日

納　　期　　10　月　22　日
・現金納入の場合は10月22日までに納めてください。
・口座振替の場合は10月22日に引き落とされます。

財政・組織の見直しに関する事業経営コンサルタントについて


